
平成２６年１２月１日

現代教養コース教育指導担当者会議メモ

１．開催の趣旨について（神子副学長）

教育指導担当者会議については、学習案内１６ページに記載されております。それぞれ

のゼミ担当教員には、アドバイザー教員として学生の学業・生活面での指導をしていただ

くことになりますが、具体的な問題解決のため、「教育指導担当者会議」を組織することに

なっています。この会議は、12 月は来年度の演習科目を担当する教員へのガイダンスとし

て実施し、3 月にはＦＤ活動の場として開催します。 
ここでは、現代教養コースの現状についてご説明させていただき、来年度にゼミを担当

される際の参考にしていただければと思います。

２．平成２５年度（今年度）の授業等の状況について（大橋）

今年度の授業の実施について、担当の先生が授業時間にいない例が数件ありました。休

講の場合は、ＬＣが基本になりますので、授業でアナウンスのみとしないこと。また、オ

ムニバス科目については、担当者間での連絡を緊密に行っていくことが重要です。

⇒（参考）開放科目の状況（25 年度前期 355 件、後期 348 件）

（26 年度前期 451 件、後期 395 件） 

（１）各種ガイダンスの状況について（大黒学生生活委員）

例年、入学式後の新入生・編入生向けガイダンスがあります。教養演習の先生方には、3
日目に演習紹介をお願いすることになります。

また。新入生同志の親交を深めるため、合宿ガイダンスを開催しています。来年度は、

４月１１日（土）と４月１２日（日）に、岳温泉で合宿ガイダンスを開催する予定です。

教養演習の先生方には、このときの引率をお願いすることになりますので、ご承知おきく

ださい。詳細は、後ほど学生課からご連絡がある予定です。

（２）演習ガイダンスについて（大橋）

11 月下旬から 12 月上旬に 1・2・３年生を対象にガイダンスを行います。

1 年生には 11 月下旬の教養演習（7 時限）の時間をお借りして、基礎演習・モデル選択

ガイダンスを行います。学生参加の呼びかけをお願いいたします。

また、2 年生には基礎演習（7 時限）の時間をお借りして、3 年次に所属するための演習

ガイダンスを行います。12 月上旬にありますので、事前にシラバス作成依頼及び当日の説
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明をお願いすることになります。

なお、3 年生には演習（7 時限）の時間をお借りして、法政策モデル及びコミュニティ共

生モデルに所属する学生は 4 年次に指導教員が変わりますので、事前にシラバス作成依頼

及び当日の説明をお願いすることになります。

（３）専門科目配置等での問題点（教務委員）

・時間割にモデル間・曜日間の偏りが発生しないよう、工夫が必要です。

・学生からは、「選択できるメニューが少ない」との指摘があります。早い段階で現代教

養の科目を取り尽くしてしまい、昼の科目を取る学生が多数います。

（４）学生からの要望・意見

・モデル間の違いの解消。

・５時限目や土曜日の開講科目を増やしてほしい。

・インターンシップをやってみたいという希望はある。周囲の学生を見ていても、ア

ルバイトの者が多く、これから就職を考えている人が沢山いるようだ。

３．アドバイザー教員の役割について（教務委員）

アドバイザー教員の方には、学習上の指導から学生生活上の悩み相談まで、主にゼミ生

のサポートをお願いすることになります。現代教養コースでは、就業上の悩みや家庭の悩

みなど、夜間主特有の相談があります。最近は、卒業後に新しい進路（就職）を考える人

が増えてきています。

アドバイザー教員の方には、制度上の手続きに絡んで様々な対応をお願いしています。

（１）転モデル

  ゼミ生がモデルの変更（転モデル）を希望するときに、アドバイザー教員による面談

を課しています。

（２）長期履修学生制度

  学生が長期履修期間を設定したり、変更・延長する際に、指導教員の承認を得ること

になっています。（学習案内 １６、７１～７３ページ参照）

（３）休学・退学

学生が休学や退学を希望するときは、事前に指導教員の面談を受けるよう勧めています。 

４．現代教養コースのカリキュラムについて（教務委員）

 現代教養コースのカリキュラムの特徴としては、できるだけ選択の自由度を高めて、昼

の学生よりも自由選択領域の要卒単位が大きくなっていることが挙げられます。

他には、情報教育科目が必修ではないこと、語学に関しては、英語または非英のどちら
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か片方で要卒単位を満たせること、なども昼間の学生と異なる点です。

 一方、少ない科目数で自由度を高めるために、現代教養科目と専門科目との間で、相互

に読み替え可能な科目が設定されているなど、現在の取得単位の状況を確認するのは、大

変難しくなっています（学習案内 ３３ページ参照）。

 そこで、教務課の窓口では、「現在どのくらい単位を取得しているか」また、「要卒単位

に達するまでには、あとどのくらい単位を取得すれば良いか」を確認するためにサポート

しています。学生から相談があった際は、教務課の窓口へ誘導していただければと思いま

す。

５．演習科目改善のためのアンケートについて（教務委員）

例年、12 月にその年度の演習担当教員にアンケートをお願いします。その結果を 3 月の

この担当者会議時にお伝えし、参考にしていただきます。

６．Ｑ＆Ａ （大橋）

Ｑ１：ゼミの教室が例年、Ｓ棟の教室になっているが、最初から演習室に設定できないか？

Ａ１：時間割確定前に、各担当の先生に教室を確認する機会を設けます。その際にご指定

いただければ、最初から演習室を設定いたします。

Ｑ２：教養演習のクラスは、どのように調整を行うのか？

Ａ２：新入生ガイダンスの際に、教養演習の各担当の先生からご説明いただき、それをも

とに登録票を提出させます。多くの場合、よほど偏りがない限り調整は行いません。偏

りがある場合は、自主的な異動を促した上で、抽選を行います。

Ｑ３：推薦入試の合格者に対して、事前指導課題が出されるとのことだが、添削指導を行

うのか？

Ａ３：事前指導課題は、自主的な学習を促す目的のみに使用しますので、添削指導や採点

は行いません。また、入学後の成績には影響しません。

-033-



➨ 171 ᅇ現代教養コース㐠Ⴀ委員会 ㈨ᩱ５ 
平成２７年３月１１日 報࿌

平成２７年３月２日

平成２６年度現代教養コース「教育指導担当者会議」メモ

日 時：平成２７年３月２日（月） １２：㸮㸮～１２：５㸮

場 所：⤒῭⤒Ⴀ学㢮棟 大会議室

参加者：神子副学長、

࠙２６年度担当者 㭯ᕳ教員、୰㔛教員、上㔝山教員、（基礎演習）୰ᮧ（）（教養演習）ࠚ

教員、（専門演習）ᮅ㈡教員、

࠙２７年度担当者 高橋（ඃ）教員、す⏣教員、（基礎演習）Ỉ⃝教員、今ᑿ（教養演習）ࠚ

教員、長㇂ᕝ教員、୰ᮧ（）教員、（専門演習）㜿内教員、加⸨（ዉ）教員、

୰㔛教員、ᚨ➉教員  ィ１３ྡ

࠙オࣈザーバー୕ࠚᏯ教務委員、大黒学生生活委員、山⥲合教育◊✲ࢭンター教員、高

᳃⥲合教育◊✲ࢭンター教員、高橋教務副課長、大橋教務課員、ᒾ下教務課員、

長㇂ᕝ教務課員

１．神子副学長より、平成２６年度夜間教育実施大学学㒊長・➨㒊主事会議の内ᐜにつ

いて、他大学の例を上げ、報࿌があった。

２．神子副学長より、「演習科目の改善のためのアンケート」結果について、㈨ᩱに基࡙き

報࿌があった。なお、アンケートの記㏙について、演習ẖにした方が良いとの意見があ

った。

３．高᳃⥲合教育◊✲ࢭンター教員より、「卒業時アンケート」の結果について、㈨ᩱに基

࡙き各㡯目ูに報࿌があった。

・学㢮とのẚ㍑については、㞟ィ次➨知らせてほしいとの意見があった。

４．今年度の演習科目担当者より、意見・要望等が出された。

・基礎演習を担当して、学習能ຊのప下が目にいた。

・♫会人をྵんでの授業は㞺囲Ẽが良かった。

・教養演習を担当して、ᩥ❶の᭩き方などのᨭが必要と思われる学生がいた。

・⚟ᓥ大学の学生としての意㆑が高い学生とそうでない学生がいる。

・クラスは少ないが教養演習の人数調整はᕪが出ないようにすることが必要ではないか

・授業アンケートの୰に、改善のためのアンケートなのにそうでないものがあった。

５．その他

教務課員より、休講にする場合は必ࡎ教務課に連絡してほしいとの要望があった。
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「演習科目の改善のためのアンケート」

平成２７年 ３月 ２日

現代教養コース教育指導担当者会議

1

演習科目の改善のためのアンケート

2

1

4

11

教養演習 基礎演習 専門演習

0

2

4

6

8

10

12

・担当された科目名

（教養演習・基礎演習・専門演習）

演習科目の改善のためのアンケート
Ⅰ．学習指導面について

3

7

1

12

9

１，学習指導面で工夫したことは何ですか？

授業内容を事前に工夫した

効果的なプレゼンテーション

を工夫した

学生に発表・討論の機会を

与えた

学生全員の理解度に合った

授業を心がけた

１，学習指導面で工夫したことは何ですか？（1）

• 演習としてはあり得ないほど人数が多かったので、複数回報告できるよう、進行を工夫した。

・ 卒論への導入となる専門演習だったので、データ処理の仕方など、卒論での具体的な作業をイメージ
しやすい内容とした。

• 授業内で問いを呈示し、学生の意見・発見によって組み立てる授業内容を行った。

• 昨年度は原子力災害を題材にした内容をメインにしたが、今年度は経済学の入門的レベルの教科書
を使い、広くうすく、オーソドックスな学習を行った。

• 背景の異なる学生が混在していたことや、大学生活に不慣れであることから、ゼミ中に時間を取り、仕
事への接し方や大学に対しての考え方を聞いて相互に意見交換をする機会を設けた。また、懇親行
事（ボーリングや会食会）を開いてゼミ交流を図った。

演習科目の改善のためのアンケート
Ⅰ．学習指導面について

4

演習科目の改善のためのアンケート
Ⅰ．学習指導面について

5

１，学習指導面で工夫したことは何ですか？（２）

• ５限、６限に設定し、学類の卒論生と一緒にゼミを行った（社会人学生が５限に出席可能ということを確
認した上で）。卒論指導という点では、学類学生の指導と何ら変わりはない。

• 1名なので対話形式で卒論の準備を進めていきました。

• スポーツ、スポーツにおける運動・動作を対象に授業を進めているため、理解をしていない様子はうか
がえない。しかし、今後卒論を執筆するにあたって十分に力を発揮できるかどうかが心配である。

• 人数が28名と多く、全員が発言の機会を得るという点では限界があると思います。

• 専門演習もそうですが、コースの垣根をこえて演習の選択ができるとよいのではないかと思いました。

• 指導学生が一人であったため、学生同士の学び合いができるように、学習内容の発表などでは、可能
な場合には学類の卒論指導学生と交流する機会を設けた。

6

演習科目の改善のためのアンケート
Ⅰ．学習指導面について

2

1

4
8

２，学習指導面で苦労したことは何ですか？

学生が授業の準備をしてこな

かった

学生が授業に集中しなかった

授業で取り上げる内容に困った

学生の欠席が多かった
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２，学習指導面で苦労したことは何ですか？（1）

• 「学力」は言うまでもなく，「興味」や学生としての「自覚」に関しても学生間でバラつきが激しいと改
めて感じました．現代教養コースという制度の本質的欠陥と考えておりますが，毎回，テーマやレベル
設定について必要以上に気を使いました。

• なかなか討論までいかない。

• 学生の学びたい分野が多岐にわたりすぎているので、共通の話題が少なすぎる。

• 教養演習で学びのリテラシーについてほとんどやってこなかったと言っていたので、学類における教養
演習で行ったリテラシー教育を中心に授業を展開した。

• 当該分野にまったく興味のない学生は、なかなか授業内での問いを自分のこととして考えにくかったの
ではないかという心配があった。

• 若い学生と年長学生との格差が非常に目立ち、議論の水準に格段の差がある。とはいえ年長学生も
経済学の知識が特にあるわけではなく、経験的なレベルにとどまる。

• とくにありません。専門演習履修の三名は、積極的でこちらが圧倒されるくらいです。

演習科目の改善のためのアンケート
Ⅰ．学習指導面について

7

２，学習指導面で苦労したことは何ですか？（２）

• 希望する学習内容に本人の取り組みが追いつかないところがあった。

• 学生の仕事と学習との両立が難しかった。

• 年上の社会人の方の意見の発信力が強く、積極的に意見を述べてもらったことで演習が停滞せずにいられ
たという利点もあったが、それにともなう影響力も強く、皆の意見が引っ張られる傾向があったため、発信者
への配慮を行いながら全体調整することにはやや苦労した。

• 社会人学生は問題なかったが、高卒学生たちの遅刻・欠席が多く、特に無断での遅刻・欠席が目に余った。
注意はしたが最後まであまり改まらなかった。

• 就職活動が最優先になるのは致し方ないことで、先月就職が決まってやっと一息という感じ。これから頑張っ
てほしい。

• アルバイトで忙しい学生がいて、その学生は欠席が多く対応に困っている。

• 参加態度はたいへんよいと思います。

• 希望する学習内容に本人の取り組みが追いつかないところがあった。

8

演習科目の改善のためのアンケート
Ⅰ．学習指導面について

• 「現代教養コース」を今後も存続させると本気で考えるのならば，入試制度も含めた根本的な見直しが
課題と思われます．

• モデル選択のためのオリエンテーションで、基礎演習の授業内容の説明を依頼された（事務方より）。
しかしあるべき姿はモデル選択である。このオリエンテーションで説明すべきはモデルの説明であり基
礎演習の授業のことではない。それぞれのモデルに進むとどのようなことを学ぶことができるのかとい
う話をすべきである。モデル選択オリエンテーションのあり方を考え直す必要がある。（他のモデルから
来られた教員も自分が行う基礎演習の内容に終始していた。）

• 学生によって、レポート作成能力にばらつきが大きい。ある程度の長さや主張を盛り込んだ文章が書
けない。

• 学生との連絡の仕方。ライブキャンパスだけでは欠席・休講の連絡などが行き渡らず個別のメールで
働きかける場面が多々あった。

• 学生個々人の問題関心や知識のレベルをある程度詳細に把握して指導する必要があると感じる。

• 個人的な関心にまで引き寄せて議論するのが効果的だろう。

演習科目の改善のためのアンケート
Ⅰ．学習指導面について

9

３，学習指導面に関して、どのような課題がありますか？（１）

演習科目の改善のためのアンケートⅡ．
学習指導面について

10

• 2コマ続きの授業なので、1コマ分は自分の発表準備のための時間にしているが、図書館が使えないことを学

生が不満に思っていたり（これは仕方がないと説得して図書館が使えないことを学生が不満に思っていたり

（これは仕方がないと説得しています）、勉強する場所がないと言ってます。学生会館が使えなくなって、夜に

勉強できる空間がないそうです。

• 仕事との両立がスムーズにいくよう、学生の状況を把握しておくことが必要であり、そのためのコミュニケー
ションをしっかりとることがさらなる課題である

• 夜間主という特徴をあまり考えずに、昼と同程度に「大学」であることを求める学生が一定数おり、そうした意
識から生じる不満を持つ学生に接した。一方で、夜間主の対象とする社会人であることに対する配慮を求め
る声も聞こえ、両者の調整をしながら講義を構成することのむずかしさを感じた。

• 学類生が取っているような専門概説科目をまったく受講しないまま、オムニバス科目のなかの私の担当部分
（現代教養科目の数時間や３年次専門演習の１コマ）を受講しただけで、卒論テーマを決めたり、卒論を書い
たりするのは無理がある。

• 3年生の時の指導教員が転出して代理だったので、やりにくさはあった。また、教育学でどの程度の水準を要
求すべきなのかはむつかしい。教師になるわけでも免許を取るわけでもないので。

• 今後卒論を執筆するにあたって十分に力を発揮できるかどうかが心配である。

• カリキュラムの系統性が課題としてあるように思います。

• 報告のさいの調べものが圧倒的にインターネットに偏っていて、紙の書籍を参照する学生はごく少数です。

３，学習指導面に関して、どのような課題がありますか？（2）

演習科目の改善のためのアンケートⅡ．
学生生活上の指導について

11

7

100

11

学生の相談に常に耳を

傾けた

できる限り、学生の様子

に気を配った

学生の不適切な言動を

正した

積極的に学生に話しかけ

るようにした

１，学生生活上の指導で工夫したことは何ですか？ １，学生生活上の指導で工夫したことは何ですか？

• 仕事をもっていることを前提に話しをしたり、その仕事に関わるようなテーマを話題にしたりした。

• 普段構内で頻繁に会う機会が少ない学生なので、授業前後に近況や授業への意欲などをインフォー
マルに訊くことを心がけた。

• 仕事のことなどを共通の話題にするように心がけた。

• 飲み会の場が大事だろうと思い、務めて機会を設けた。

• 遅刻・欠席の多い学生に対してはメールや口頭で何度か注意した。

• 1年生のゼミで担当した学生でその点やりやすかった。問題も全くなかった。

• 指導学生が一人であったため、帰属意識や仲間がいるという意識を持つことができるように、学類の
卒論指導学生と授業内外で交流する機会を設けるように心がけた。一方で学類生とすべて同じという
わけにいかないので、配慮はしたつもりだが、そのような部分への対応は特に難しいと感じた。

演習科目の改善のためのアンケートⅡ．
学生生活上の指導について
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0

3

1
0

学生の相談にどう対応

すべきか迷った

学生の様子が把握でき

なかった

学生が指導に耳を貸さ

なかった

学生との心の距離を感

じた

２，学生生活上の指導で苦労したことはなんですか？ ２，学生生活上の指導で苦労したことは何ですか？

• 相談に来れば、その範囲では事情をつかめるのだが。

• クラス９名で結果として３名休学。１名は最初の授業に来て、その後休学と事務より言われた。２名は
面談を複数回行った。初めて基礎演習を担当したが、現代教養コースはこんな感じなのかなあと。

• 授業に出ている学生は非常に意欲があり、授業を行いやすかった。

• ほとんど欠席の生徒はお手上げで、メールで声をかける以上のことはしていない。

• 就職で苦労している学生へのアドバイスは特にできなかった。

• 他の授業で、30分近く遅れてくる先生がいたり、休講の掲示がなく、メールだけで、それを見ることがで
きなくて学校に来てしまったりと、授業を行う上での最低限のマナーを守らない先生についての不満を
学生が言うときに、どう対処していいかわからなかった。苦しい言い訳をしたが…。

• 学生生活上に問題を抱える後期から引き受けた学生に関しては、LCや教務の呼び出しなどを通じて接
触を図ったものの、欠席が続いており、生活上の指導効果を得られていない。

• アルバイトで忙しい学生の様子が把握できなかった

• 学生の体調不良が理由で準備などに支障が出ることが多いと感じた。

演習科目の改善のためのアンケートⅡ．
学生生活上の指導について

14

３，学生生活上の指導に関して、どのような課題がありますか？（１）

• 形式的とは言え現在教養コースの対象が「社会人」である以上，敢えて“生活指導”に余力を割きませ
んでした．そもそも一般社会人の生活を“指導”できるほど立派な生活をおくっている訳ではなく，かつ
その能力も有しておりませんので。

• 修学の目的が非常に明確な学生も居るし、非常に曖昧な学生も居る。両者のバランスを取りながら対
応していくことが難しい。

• 大学に来なくなった学生の面談時、非常に深刻な内容も多く、対応に苦慮した部分もあった。

• 進路や生活について学生が教員と面談できる機会がもう少しあればよいのにと感じることがありまし
た。（専門演習とりまとめの私がすべきことかどうかわからずやや戸惑う場面があたため）

• 少々プライベートなことまで含めて、学生の個人情報をつかんで、丁寧に指導する必要があると思う
が、こちらにそこまでの余裕がないのも現実。

15

演習科目の改善のためのアンケートⅡ．
学生生活上の指導について

３，学生生活上の指導に関して、どのような課題がありますか？（２）

• 専門演習については特にない。しかしながら、文化教養モデルは他のモデルと異なり履修学生数が

少ないので、専門演習の時間は半分でもよいのではないかと思う。

• 学類ゼミ生との関わりがもてなかったという反省がある。両者の関わりを作っていくことが課題である。

• アルバイトで忙しい学生に対し、どのような対応のしかたをしたら良いか。難しい課題です。

• 個人情報の問題もありますが、自己紹介レベルの個人カードを用意すべきだと思います。

• 学生の知的水準や知的好奇心のレベルの差が大きく、熱心な学生とそうでない学生の差がかなりある。

16
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  はじめに 
 
        ――― 総合科目・広域選択科目の懇談会を終えて 
 
 現在、共通教育の見直し作業に着手したところです。ここ 10 年ほどのカリキュラムのね

らいとしたところと、実際の成果との一致、あるいはへだたりを測るところから、はじめ

ました。 
 見直し作業全体のなかで、総合・広域選択科目の講義科目群と英語科目とが議論の焦点

となっています。ともにどのように見直しの議論をすすめるべきか、なかなかにむつかし

い科目です。そこでとりあえず総合・広域選択科目の担当者の皆さまにお集まりいただき、

前期の授業の実際について、お話しいただく機会をもうけました。これは見直しにあたる

委員にとってのみならず、担当者の皆さまにとりましても意義あることではないかと考え

たからです。 
 皆さま多忙の折、少人数の集まりではありましたが、懇談会は充実したものでした。こ

の小冊子は、その報告です。それぞれの科目に、学生アンケートの結果をそえることがで

きましたならば、いっそう意義あるものとなったことでしょう。 
 参加していただきました皆さま、またメモを作成していただきました皆さまに感謝いた

します。共通教育のいっそうの充実のために、ささやかではありますが大切な一歩をふみ

だせたものと考えております。 
 
                         2014 年 8 月     神子博昭 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ人間と文化    

担当ಅᲴ「文学Ⅱ」  高橋由貴  

 
 
 ཷ講生 28 人、そのうࡕ 4 人が␃学生。 
 
ձ ࢩラࢫࣂ作成に、ཷ講生について、どのようなメーࢪをᢪいていたか。 
 人㛫Ⓨ㐩ᩥ学㢮の一・年生はᚲಟ科目があるため、この科目はᒚಟができない。ᚑ

って、多くが⾜ᨻ・⤒῭・⌮ᕤの㸯㹼4 年ḟの学生か␃学生である㸦人㛫Ⓨ㐩ᩥ学㢮

の学生は、ほとࢇどが⫈講のみ㸧。᪥ᮏの㏆現௦ᩥ学にふれるのはこの㛫だけであるとい

うᐃのもとに、▷⠍小ㄝのアンࢪࣟࢯー㘓のࢸキࢫトを㸯ᅇにつき一⠍ㄞみ、᫂期

からᖹ成までの小ㄝを༙期で 10 ⠍௨ୖ論じることをㄢしている。ᮏ年ᗘは㏆現௦小ㄝのア

ンࢪࣟࢯーを、年ᗘは㏆現௦リのリ人ࡈとのアンࢪࣟࢯーをᢅった。できるだけ多ᵝな

作ᐙやࣕࢪンࣝの小ㄝ㸦あるいは㝸年でリ人・リをᢅう㸧にゐれてḧしいという目ⓗから、

ᖜ広いランࣉࢵࢼの教科書をᣦᐃしている。 
 
ղ 当の授業のねらいはどこにあるか。 

ཷ講学生の༙数௨ୖが、ࠕ㏆現௦小ㄝ ㏆現௦リࠖといえば教科書᥇㘓のもの、あるࠕࠖ

いは書ᗑのᖹ✚みのラトࣝ࣋ࣀやࢸࢫ࣑リーくらいしか目を通したことがない。そこ

で、ᮏ授業では、ᩥ学のࣕࢪンࣝやࣝࢱࢫの୰でも࢜ーࢫࢡࢵࢻࢯなものにゐれる機

会をタけている。ᩥ 学ྐⓗな意をもつ小ㄝであることも㓄៖したランࣉࢵࢼとなっ

ている。 
また、ᩥࠕ学㸦ྐ㸧ࠖにሀⱞしいメーࢪをᣢつ学生には、授業ෆでྛࠎの小ㄝとᫎ⏬・

に多くの᥋点を共᭷していることを♧၀し、この授業と学生の᪥ᖖ⤌␒ࣅࣞࢸ・ームࢤ

とをつなࡆるものをࢸキࢫトに選ࢇだ。ある⛬ᗘᩥ学にぶしみをᣢっているཷ講生には、

小ㄝの多ᵝᛶや広がりをᚋᣢつことができるようなㄞ書ෆをしている。 
 
ճそのためにどのようなᕤኵを考えていたか、または実際に授業をしてみて、どのような

ᕤኵをしたか。 
 ึᅇにࢥメント࣌ーࣃーをᥦฟしてもらい、ཷ講生のㄞ書Ṕや⯆あるメࢹアやࣕࢪ

ンࣝや書ྡなどをリࢧーࢳする。 
 小ㄝࢸキࢫトをㄞむ㡰ᗎは、まず現௦のྲྀりきやすいᩥ体とࢸー࣐のものからはじめ、

講義が㐍むにつれて昭・大ṇ・᫂と௦をさかのࡰり、ㄞみにくいᩥ体や௦を㝸て

た㢟の作ရをㄞみ῝められるようにㄏᑟするᙧを᥇⏝している。 
 授業のὶれは、᭱ึの㸯㸮ศ㛫で作者報とྠ௦ⓗ⫼ᬒと書ㄅ報をㄝ᫂し、ḟの 10
ศ㛫でその小ㄝ≉᭷のᩥ体やಟ㎡を☜ㄆ、᭱ ᚋに 50 ศ⛬ᗘでその小ㄝෆᐜについて 3 つࡄ
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らいの論点㸦㸱トࢡࢵࣆ㸧をあࡆてゎㄝを⾜う。 
 授業終ᚋは、ẖᅇࢥメント࣌ーࣃーをグධ・ᥦฟしてもらう。それらに目を通し、ḟ

の講義の 20 ศは、前ᅇ授業の学生ࢥメントをもとに、ฟされたၥに⟅えたり、␗なるほ

点や᪉ἲから作ရをもう一ᗘᤊえ㏉したり、もう一ᗘෆᐜをふりかえるといったࣇーࢻ

る作ရに㐍むという⤌みࡆを⾜う。これら前ᅇまでのὶれを㋃まえて、ᅇྲྀりୖࢡࢵࣂ

❧てになっている。 
 ཷ講生が 30 人⛬ᗘなので、学生のഴྥがᢕᥱできるため、その年のཷ講生のࢽーࢬや現

在の⯆に㐺合するような話㢟を選ࢇでいる。 
 
մ学生は⯆をもったᵝ子か。 
յねらいは㐩成されたようなẼがするか。 
 小ㄝにはあまりなじみのない学生ではあるが、少しでも⯆をࡦけるように、ᮏ年ᗘは

13 ⠍の㏆現௦小ㄝをᢅった。 
 ᩥ学をᑓ㛛としない学生にとっては、一㐌㛫に一ᗘの講義であっても、まとまった㛗い

ᩥ❶をㄞむことはなかなかᅔ㞴をకう。ともかくㄞみ切って講義にฟᖍすることを➨㸯の

ねらいにし、⮬ศなりに考えてᩥ❶をㄞみ考えることができるようにする。まとまりのよ

い感をもつというより、むしろ㛗いᩥ❶をㄞむカ⦎が୰ᚰである。ཷ講生がᬑẁ⯆を

ᣢっている᪥ᖖ生άでゐれるᩥ・㊃とᮏ講義の小ㄝとの᥋点が見いだせるようにした

いとᛮった。 
 そのうえで、たとえばその小ㄝにᑐして学生からࠕつまらない からないࠖとࢃ意がࠕࠖ

いう感がだされたとしても、その感⮬体をྲྀりୖࡆて、どこからそのつまらなさが生

じるのかを講義୰で᥈り、ゎㄝするようにᚰがけた。➨㸰のねらいは、⮬ຊでㄞむだけで

はない㠃ⓑさをゎㄝによってᥦ౪することである。小ㄝᢏ⾡㸦ࣞトリࢡࢵやㄞゎの際の᭷

ຠなほ点㸧やྠ௦ⓗ▱㆑やᩥ学⌮論を㥑し、授業にฟᖍしてゎㄝを⫈くことでしか⌮

ゎできないࠕ῝さࠖやࠖࢡࢵࢽࢡࢸࠕについてヲ㏙している。 
 ༙期の講義終のヨ㦂は、A㸱⏝⣬の⾲をᇙめるくらいのグ㏙㔞の論㏙ၥ㢟㸦選択ၥ

㢟ᙧᘧ・3 㢟㸧をㄢし、⮬らのຊで㛗いᩥ❶をまとめ、論点をᩚ⌮し、ᢈホⓗにᩥ❶をㄞみ

⌮ゎしᙇすることができるようにಁしている。これだけ㛗いศ㔞とᢈホⓗな考ᐹを書く

ことができるのは、大学のᩥ学⣔の授業終の㐩成であることをᙉㄪし、15 ᅇの講義

について、ཷ講生が㌟につけた⬟ຊや▱㆑をྍどさせている。 
 ᩥ学をㄞむ⤒㦂がண௨ୖに᭷┈であったという‶㊊ᗘの㧗いホ౯をᚓているとᛮう。 
 
նḟᅇ、ࡧ授業を担当するときに、ࡦきつ࡙き⾜いたいことはあるか。またさらにᕤኵ

したいことはあるか。 
 この授業でᢅうࢸキࢫトは、ᑓ㛛እの学生が多いということを㋃まえて、より学生の㛵

ᚰをࡦきやすいキࣕࢳࢵーなࢸキࢫトがいいのか、それともᩥ学ྐⓗなほ点や教㣴を㢳៖

したࢸキࢫトがいのか、㞴᫆やࣂラࢸ࢚についてẖ年ᛮしている。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ人間と文化 

担当ಅᲴ 「心理学Ⅰ(02)」    地域оᡯ支援ǻンǿー   木暮 照正 

 
 
 
 5 年に一ᅇのࣟーࢸーࣙࢩンによる担当。ᅇのཷ講生は 196 人で、ẖᅇ 180 人くらい

のฟᖍがあった㸦ẖᅇࢥメント⚊によりฟḞを☜ㄆし、ฟᖍ点を㓄点していたため㸧。ฟᖍ

㓄点は学生のࢥメントをࢡࢵ࢙ࢳするという目ⓗもあった。ࢥメント⏝⣬は講ᖌが一ᯛず

つ㓄ったが、その際、学生のࣀートのつけかたもࢡࢵ࢙ࢳすることができた。 
 
ղ ճ մについて 
 ⮬ศの▱ったこと、感じたこと、考えたことをᩥ❶にしてみるということを㔜どした。

、ートはồめず、多少ᭀ論であっても࣏メントやࣞࢥによりできあがる見た目によい࣌ࣆࢥ

 。を㔜どした㸦このことは学生にᑐして授業୰にఱᗘかㄝ᫂した㸧ࢸリࢼࢪリ࢜
 報♫会である現௦では、▱㆑をもつだけでは౯್はない㸦᳨⣴すればすࡄに手にධ

る㸧。それを者にⓗ☜にఏえられることに౯್がある。そのためにはᩥ❶作成ຊが⫢せに

なるであろう。 
 学生、とくに᪂ධ生は、講ᖌにいࢃれたことはする。しかし⫢ᚰなのは、ఱかにᑐして

⮬ら㛵ᚰをもつことではないか。この授業では、ᚰ⌮学という学ၥはきっかけに㐣ࡂず、

むしろ学生たࡕに、ఱかに㛵ᚰをもってほしいとッえ、ാきかけるሙであった。の学生

は㧗ᰯを༞業するまでに、ఱかにᑐしてᙉい㛵ᚰというものをもたなかったのではないか、

とࢃれるを数⤒㦂した。 
 
 㸦ၥいかけ ―― ᩥ❶を書くことは、᭱終ⓗにはどこにྥかうか。アンケートによれ

ば、༞論は意あることだ、というᅇ⟅がよく見られる。それはどういう意なのか。た

とえばᐑᓮ大学の᪉がいっていたが、༞論をしあࡆるのは、㧗➼ᕷẸ、ᕷẸとしての教㣴

だという。༞論を書くことは、♫会にでてᙺ❧つのか。また⚟ᓥ大学の目ࡊす教㣴は、ど

のようなものか。㸧 
 ༞論ではᚰ⌮学をࢸー࣐にᣦᑟするが、少なくとも⚾のᣦᑟするᇶ♏ⓗなᚰ⌮学の㡿域

の༞論を書くことが、そのまま♫会にฟてᙺ❧つということはないであろう。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ社会と歴史    

担当ಅᲴ市民と法   中里 真    

 
 
 ཷ講生 73 人。 
 
ձࢩラࢫࣂ作成に、ཷ講生について、どのようなメーࢪをᢪいていたか。 
 ⾜ᨻ学㢮の学生はとらない、人㛫、⤒῭、⌮ᕤ学㢮の学生だけがཷ講する。これははじ

めからࢃかっていた。 
 
ղ担当の授業のねらいはどこにあるか。 
 一⯡ⓗなἲ学の▱㆑をఏえる。ἲ学をᑓ㛛ⓗに⌮ゎすることはもとめない。᪂⪺をㄞࢇ

だりしたとき、⌮ゎを῝めるຓけとなればよい。 
 
ճそのためにどのようなᕤኵを考えていたか、または実際に授業をしてみて、どのような

ᕤኵをしたか。 
 一ㄢでࡦとつのࢸー࣐をとりあࡆる。そのᅇだけで、⌮ゎできるようにする。 
 ᅗとを多⏝する。 
 とἲとのつながりを意㆑させる。ἲと生άの᥋点をẼ࡙かせる。 
 
մ学生は⯆をもったᵝ子か。 
յねらいは㐩成されたようなẼがするか。 
トは、択一ၥ㢟㸦60ࢫࢸ  点㸧と論㏙ၥ㢟㸦40 点㸧。ほかに LIVE CAMPUS をって 1
ᅇࢫࢸト、8 くらいの学生がᅇ⟅。 
 いろいろな切りཱྀをとりあࡆたので、そのどれかに学生一人ࡦとりは㛵ᚰをもったよう

だ。┦⥆、アࣝࣂトの㉸㐣ປാ、ዎ⣙など、⮬ศにࡦきつけてἲを⌮ゎすることができ

たのではないか。 
 共通教育で学ࡪのは、ᑓ㛛のᇶ♏▱㆑なのか教㣴なのか、ということに㛵していえば、

ᑓ㛛の㡿域ではᇶ♏ⓗな▱㆑からさらに㧗ᗘな▱㆑へ、と᮲ᩥとุの᳨ウへとすす

でいくが、共通教育では、このはたとえばẸἲ㡿域、あのはまたูの㡿域、とࢇ

いった༊ศけを▱る⛬ᗘ、いうなればබົ員ヨ㦂のࣞࣝ࣋になるか。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ社会と歴史    

担当ಅᲴ「社会論」  橋本 摂子    
 
 
 ཷ講生 163 人、ẖᅇ 100 人௨ୖのฟᖍ。 
 
ճについて 
 ᫎീを⏝、ホุはよかった。 
 ⏝したᫎീは、ࠕア࣐ࣄンุ としてᐁไ࣐ーࢸ。リメント㸧ࠖ࣌ࢫࢡ࢚㸦ࢫ࢚ࠕࠖ

とࢥࣟ࣍ーࢫトをとりあࡆた。学生のなかにはබົ員ᚿᮃ者も多いかとᛮࢃれたので。㏆

௦♫会は、それ௨前の♫会とくらべてⰋくなったということを前ᥦとしたうえで、それで

も⌮がある。そのࡦとつがᐁไ。またこれは、♫会学、ἲ学、ᨻ学、⌮学など、

ᵝࠎなศ㔝をᶓ᩿するࢸー࣐でもある。 
 とࡹࡕうで感を一ᅇ書いてもらった。あとでཷ講者に⤂した。 
 さいࡈに論㏙ᘧのࢫࢸト、⮬ศの㢌で考えていることを☜ㄆしたかった。ᩥ❶ຊのほう

は大目に見る。 
 
յについて 
 一⯡教㣴というのは、これが話㢟になったとき、その話しに加ࢃれる、ᛂえられる、そ

の⛬ᗘの▱㆑をもつ、というくらいか。教㣴ということでさらにいえば、いま⮬ศのやっ

ていることを、もう少し大きなᩥ⬦のなかでとらえなおすことができるຊということにな

るか。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ自然と技術    

担当ಅᲴ「環境の科学 01」   長橋 良隆    
 
 
 1997 年から、ⅆᒣと⅏ᐖのࢸー࣐で講義を担当している。年のཷ講生は 119 人。 
 
ձࢩラࢫࣂ作成に、ཷ講生について、どのようなメーࢪをᢪいていたか。 
 㧗ᰯでᆅ学を選択したものはཷ講生の 1 くらいだろう。しかしそれは前ᥦとしていな

い。 
 
ղ担当の授業のねらいはどこにあるか。 
 多くのࡦとに▱っておいてもらいたいことをఏえる。それはᄇⅆの多ᵝᛶである。 
 
ճそのためにどのようなᕤኵを考えていたか、または実際に授業をしてみて、どのような

ᕤኵをしたか。 
 ᾮᬗࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉーの⏝やࣘーࢳューࣈからのᫎീを⏝。 
 
մ学生は⯆をもったᵝ子か。 
 メカࢬࢽムに⯆あるࡦとは、ᫎീに㛵ᚰを♧すഴྥがあり、ᑗ᮶㉳きることに㛵ᚰの

あるࡦとは、そのときどうしたらいいか、ということに目をྥけることが多いようだ。 
 
յねらいは㐩成されたようなẼがするか。 
 4 ᅇくらい小ࢫࢸトを実、これは⟅え合ࢃせをし、ḟのᅇ、ᗘ数ศᕸを♧す。 
 期ᮎࢫࢸトは、✰うめ 2 、グ㏙ᘧ 2 、さらにᫎീを見て、ᄇⅆの≉ᚩをᣦさせ、

⅏ᐖをண測させる。そしてもし⮬体⫋員であったら、またそこのఫẸであったら、どう

ふるまうかを⟅えてもらう。 
すことは、⅏ᐖがおきたら⮬ศでุ᩿をしなけࡊトもそうであるが、この授業の目ࢫࢸ 

ればならない、ということを意㆑し、⮬ศでุ᩿できるように‽ഛすることである。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ総合科目    

担当ಅᲴ「災害復興支援学Ⅰ」   初澤 敏生  

 
 
 ཷ講生 215 人、ẖᅇ 180 人くらいのฟᖍ。 
 
ձについて 
 㟈⅏にたいする学生の㛵ᚰはపくなってきている。いまの一年生は、たいてい、୰学 3
年生の༞業ᘧのときに㟈⅏にあっている。ⱝいだけに、ኚが᪩い。 
 
ղについて 
 2011 年から 3 年௨ୖたって、⯆のあり᪉がかなりࡕがってきていることを▱ってもら

いたい。 
 
ճについて 
を意、ࡪճ㐩から学、ࡪղ⮬ศで学、ࡪートࠖを⏝しての、ձ教員から学ࣀのࡧ学ࠕ・

㆑させている。㸦ẖᅇ、授業の感を書かせ、᭱ᚋの授業にいに見せ合う㸧 
 
մ、յについて 
 ᨭについては⌮ゎがあるが、ᨭのᨭえとなるᑓ㛛ⓗな◊✲、報集の᪉ἲなどに

ついては意㆑がపい。 
 
նについて 
 3 年たって学生のၥ㢟意㆑や㛵ᚰのపୗがはっきりしてきた。⯆という点では前期のᨭ

学Ϩより、ᚋ期のϩのほうが㔜せだが、学生はཷ講してくれるだろうか。 
 またこの授業は⅏ᐖと⯆についてࡦろく▱ってもらいたいもので、実際の⯆からす

れば、実⩦が㔜せになってくる。その点で࣎ランࢸア論やのᮍ᮶学の授業を、学生が

ཷ講するかどうか、そこがὀ目点になってくる。 
 この科目をもっと学生に᰿࡙かせようとするなら、授業ෆᐜを見直していくというのも

᪉ἲのࡦとつだが、᪉でᚲಟというやり᪉もあるのでは、というၥいかけだが、ᚲಟ

となると、これは大学全体が、この科目をどう⨨࡙けるかのၥ㢟になる。 
 
・講義を」数の㹄㹓㹐㹃講ᖌが担当する࢜ムࢫࣂࢽᙧᘧで⾜っている。このため、講ᖌ㛫

での授業ෆᐜの㔜」や、ᚋ、授業ෆᐜのᕤኵがᚲせである。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ総合科目    

担当ಅᲴ「大学で学ぶ」   丸山 和昭  

 
 
 ཷ講生 99 人。 
 
ձࢩラࢫࣂ作成に、ཷ講生について、どのようなメーࢪをᢪいていたか。 
 教㣴₇⩦のほかに、学ಟのᇶ♏ⓗなࢫキࣝをさらに学ࡧたいという学生をᐃしていた。

実際のཷ講生は⤒῭と⌮ᕤの学㢮生がほとࢇどであった。 
 
ղ担当の授業のねらいはどこにあるか。 
 㧗ᰯと大学では学ಟについて大きなࡕがいがある、ということをఏえる。 
 学ࡧのࣅࢼがどれくらいえるか、ためしてみた。ṧᛕながら、ほとࢇどえなかった。 
 
ճそのためにどのようなᕤኵを考えていたか、または実際に授業をしてみて、どのような

ᕤኵをしたか。 
 学ࡧのࣅࢼのண⩦のほか、࣡ーࢩࢡートを作成させ、⮬⩦してもらった。またࣝࢢーࣉ

࣡ーࢡをおこなった。 
 
մ学生は⯆をもったᵝ子か。 
 講義をきくだけでは、学生は㏥ᒅを感じていたかもしれない。学生ྠኈ、話しをさせる

とᛂはよかった。学㢮のᯟをこえて話し合えたことはよかったのかもしれない。 
意義を㧗ᰯ生にఏえࡪンをおこなった。大学で学ࣙࢩーࢸンࢮࣞࣉで┦談してࣉーࣝࢢ 

るというもの。これはよかった。ただࣝࢢーࣉ㛫のᕪは、やはりでてくる。 
 
յねらいは㐩成されたようなẼがするか。 
 ఏえるෆᐜは少なかったとᛮうが、学生がものを考えるという点では、きっかけをえ

ることができたとᛮう。 
 ᑐ話୰ᚰで、学㢮をこえていに話し合える機会をもてたのは、学生にとってよかった

のでは。 
 
նḟᅇ、ࡧ授業を担当するときに、ࡦきつ࡙き⾜いたいことはあるか。またさらにᕤኵ

したいことはあるか。 
 学ࡧのࣅࢼはᩥ❶をもう少しኚえるᚲせがある。また 15 ᅇ⏝するというᙧᘧになって

いない。 
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。ートの書き᪉は、もっと᪩めに教えたほうが、の授業のᙺに❧つかもしれない࣏ࣞ 

その、教㣴₇⩦のෆᐜと㔜」するものがあるが、それはそれでいいだろう。 
 この科目では、⚟ᓥにある大学ということで┴ෆのの大学のことをとりあࡆるのも、

ᚋやってもいいかもしれない。 
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Ƃ懇談会メモƃ 

分野ӸᲴ自然と技術    

担当ಅᲴ「環境の科学 02」   永幡幸司 

 
 
ཷ講生 103 人。 

 
ձについて 
 ཷ講生はձ⯆のあるࡦと、ղᴦに༢をとれそうだとᛮったࡦと、ճあき㛫だから

うめたというࡦと、この୕ᒙくらいにࢃかれるとணしていたし、実際、そうであった。 
 
ղについて 
 ⎔ቃについて᭱ప㝈▱っておいてほしいことをఏえる。そして人がいるところに⎔ቃが

あるということを意㆑してもらう。 
 
ճについて 
 担当の 3 ྡのᑓ㛛は、ᕤ学⣔、♫会科学⣔、≀⌮・ᚰ⌮学⣔とศ㔝が␗なる。3 人に共通

する部ศと、ࡕがいのでる部ศとを、୧᪉ともに授業で学生に♧すにはどうしたらいいか、

┦談した。 
 
մについて 
 小さなჾල、おもࡷࡕをった実㦂はዲホであった。 
 学生にࢩートを作成させ、学生ྠኈで、これは学生もᴦしࢇでいたようだ。㛤ᨺ科

目で⌮ᕤ学㢮௨እの学生にきてもらいたいとᛮっているので、ここはそのためのᐉఏのሙ

でもある。ཷ講生が 50 人くらいなら、こうしたやり᪉でもっとうまくこࡕらの意ᅗがఏࢃ

ったかもしれない。それにたいして講義をきくだけのときは、学生は㏥ᒅしていたかもし

れない。ただどのような授業のᙧែにするかは、大学の共通教育の᪉㔪が大ᯟをỴめるこ

とになろう。 
 
յについて 
 ㌟㏆な⎔ቃを意㆑し、どこにၥ㢟があるか、これからどのようにしたらいいか、考えて

もらえればとᛮっていた。ヨ㦂の⟅をࡊっと見ると、ཎⓎやࡈみなどをとりあࡆている

とは、これまでによく考えていたようで、よく書けている。それにたいし、これまでにࡦ

あまり考えていなかったであろうࡦとは、やはり、ࡦととおりしか書けていないようだ。 
 
նについて 
 ศ㔝のࡕがう 3 人が話し合って授業を⤌み❧てるのは、いいことだ。ᩥ⌮⼥合とはいう

ものの、そうした科目が少ないなかで、この科目は一ᐃの意をもつ。 
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※FD 報告書掲載のため一部を抜粋 
 
 

 

平成２６年度後期開講 

「総合科目・広域選択科目」担当者懇談会（報告） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 平成２Ჱ年３月 － 

 

教育企画委員会 

共通教育委員会 
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  はじめに 

 

 

       ―― 総合科目・広域選択科目㸦ᚋ期㸧の懇談会を終えて 

 

 

 前期にࡦきつ࡙きᚋ期も、総合科目・広域選択科目担当の皆さまにお集まりいただき、

お話しをきかせていただきました。この⛅からにかけ、共通教育の当ヱ科目群の見直

しを議論しています折、ࢃたしたࡕ教育⏬委員会のメンࣂーにとりまして、たいへࢇ

᭷意義な懇談会でありました。ྠに、参加なさった皆さまにとりましても、おいの

授業の実際を▱る機会となり、意あるタᐃではなかったかと、ࡦそかに⮬㈇しており

ます。 

 懇談会に参加していただきました皆さま、またメモをおよせୗさいました皆さまに感

謝いたします。とりࢃけ総合科目を担当なさっているࣦࢸ࢙ランの皆さまのඖẼのⰋさ

には㦫かされました。そのᚋ⥅者としてࢃたしたࡕも、少しでも学生たࡕにとりⰋい授

業ができますよう、ᕤኵを㔜ねてまいりましょう。 

 

           

                       2015 年 3 月  神子 博昭 
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